
１年生の担任って、たいへんそう！　子どもたちや保護者にどう
接すればいいだろう？
不安がいっぱいの先生も、楽しみでいっぱいの先生も、これから

始まる１年間をぜひ楽しんでいただきたいと思い、この本をつくり
ました。
５年間連続で１年生の担任をしたこと、そして、１年生で担任し

た子どもたちを再び６年生でも担任することができたことから、１
年生のときに大切にすべきことは何かをしっかりとつかみ取ってき
ました。それは、どんな姿で小学校を卒業していってほしいのかを、
担任の教師が明確にイメージして指導を行うこと。そうした確かな
ビジョンを携えながら力を尽くしていけば、子どもにも保護者にも
信頼が得られるようになります。
１年生を担任することで、それまでに担任していた２～６年生で

は気付けなかったことが見えてくるはずです。それぞれの学年で当
たり前にできていることは、１つ前の学年における指導の積み重ね
の成果だったことも実感できます。そうしたことが確信できれば、
「今、この時期だからこそ、何を大切して指導すればいいのか」が
担任として考えられるはずです。
１年生のときに培った学び方や人間関係の築き方は、子どもにも

保護者にも基礎・基本となり培われていきます。「夢や願いを実現
させるために努力する大切さ」「友だちとともに学び合う楽しさ」
の種を１年生で蒔けば、必ずや芽が出て、それぞれに花を咲かせて
いくことでしょう。
種を蒔くときには、子どもたちが喜ぶかわいいイラストがあれば、

教室中がもっと明るくあたたかくなり、彩り豊かな毎日になります。
ぜひ、目の前の子どもたちと一緒に、楽しい毎日を創っていって

ください！
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データは
こちらから!

教室に掲示して子どもに指示や指導を視覚的に促すポスターのほ
か、授業参観や保護者会で役立つポスターです！

ポスター10

ポスター①　1-10-001

ポスター④　1-10-004ポスター③　1-10-003

ポスター②　1-10-002

ポスター⑤　1-10-005

ポスター⑦　1-10-007ポスター⑥　1-10-006
30

■印刷したものをラミネート加工すれば、黒板に貼って１年中使えま
す。また、来校する人にとっては、玄関にちょっとした案内がある
とうれしいものです。

ポスター⑧　1-10-008

ポスター⑪　1-10-011

ポスター⑨　1-10-009

ポスター⑫　1-10-012

ポスター⑩　1-10-010

ポスター⑬　1-10-013
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データは
こちらから!

わくわくとドキドキでいっぱいの１年生を笑顔にする壁面かざり用
のイラストです！　教室がパッと明るくなり、安心感も演出します！

壁面かざり11

壁面かざり①　1-11-001 壁面かざり②　1-11-002 壁面かざり③　1-11-003

壁面かざり④　1-11-004 壁面かざり⑤　1-11-005 壁面かざり⑥　1-11-006

壁面かざり⑦　1-11-007 壁面かざり⑧　1-11-008 壁面かざり⑨　1-11-009
32

壁面かざり⑩　1-11-010 壁面かざり⑪　1-11-011 壁面かざり⑫　1-11-012

壁面かざり⑬　1-11-013 壁面かざり⑭　1-11-014 壁面かざり⑮　1-11-015

壁面かざり⑯　1-11-016 壁面かざり⑰　1-11-017 壁面かざり⑱　1-11-018
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2 入学式の事前準備

 子どもの名前は何度も確認

入学式は、子どもたちにとって「新しい世界のスタート」ですか
ら、細心の注意でミスなく準備をしたいものです。特に子どもたち
の名前は、複数の目で何度も確認し、間違いのないようにしましょ
う。「就学時健康診断」「新１年生保護者説明会」などの機会を有効
活用して、入学前の確認を念入りに行うことが不可欠です。
昨今は、ミドルネームがある名前やアルファベットで書く名前な

どがあり、名簿表記の際には省略してもいいのか、カタカナで書い
てもいいのかなどの確認も必要です。また、入力時に変換されない
ような難しい漢字についても注意が欠かせません。
名前は、机やロッカー、靴箱などに表示しますが、机の名前は机

の左側に表示するのが基本です。それは、子どもが自分の名前を書
くときのお手本にするためです。靴箱は１番上の段が高く、１年生の
子どもには届かない場合もありますので、数に余裕があるのであれ
ば、２段目から使用することにするなどの配慮も必要です。

 登下校の不安解消アイデア

はじめてのことが盛りだくさんの１年生ですが、保護者が特に心
配しているのは、登下校の時間でしょう。同じ方面でグループ編成
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名前表示の上に靴を入れるのか、下に入れるのかは迷うもの。
子どもに分かりやすいように「ネームカード」（▶P.12 ～
13）で見やすく示しながら、手本になる写真を靴箱に貼る
のがおすすめです。

する学校が多いと思いますが、入学式の翌日から安心して登下校が
できるように、前もって準備しておきたいものです。例えば、グルー
プの目印になるように、コースごとに「ウサギコース」などの名前
を付け、ウサギマークのシールをランドセルに貼るなどすると子ど
もが喜ぶ上に分かりやすくなります。入学式の日に、登下校グルー
プの最終確認をしながらこのシールを渡すようにすると安心です。
また、学区の地図を拡大して掲示しておきましょう。１人１人の
名前が書かれたシールを用意して家の場所にシールを貼らせます。
普段の登下校だけではなく、家庭訪問の際にも役立ちます。

 入学式会場の椅子は柔軟に

入学式会場の椅子は、きれいに並べるだけではいけません。当然、
子どもの数によって列ごとの人数は異なりますが、最終列が１人に
なってしまう場合などには、前列の椅子を減らして最終列を２人や
３人にするなどの工夫が必要です。隣のクラスと椅子の並べ方が
違っても問題視せず、何よりも子どもが安心できることを最優先に
しましょう。
また、出席番号順に入場して座ることが一般的ですが、「端に座
るほうが落ち着いて過ごせる」などの配慮が必要な子どももいます。
幼稚園や保育所からの申し送りを丁寧に確認し、細やかな配慮がで
きるのは、担任に他なりません。必ず会場の確認を行い、変更が必
要な場合には、会場担当の先生にお願いします。
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 基本の使い方を丁寧に教える

トイレは学校生活においても不可欠のものですから、入学式の翌
日には必ず基本の使い方を指導します。最近では自動水洗の家庭も
増えていますので、レバーをしっかりと手で押し、使用後は必ず流
すことを教えます。また、トイレットペーパーのちぎり方では、細
かなペーパーが床に散らばり汚れてしまうのを防ぐ方法も伝えます。
男子では、｢うちの子は立って用が足せません。どうしたらいい

ですか？」と保護者から相談されることも少なくありません。和式
便器とともに男性用小便器になじみのない子がほとんどで、使い方
が分からないということです。最近の学校トイレは洋式が主流だと
思いますが、校外学習のときに和式トイレしかない場合もあります
から、学校に和式トイレが設置されている場合は忘れずに教えてお
きましょう。
また、子どもは知らない場所に興味を抱き、ついふざけてしまう

こともあります。男子トイレも女子トイレも見学し（もちろん誰も
使っていないときに）、興味本位で騒いだりふざけたりしないよう
に指導しておくことも大切です。残念なことに、悪いことはトイレ
から始まることも多いです。トイレは人間にとってとても大切な場
所であってふざける場所ではないことを、小学校入学と同時に、き
ちんと指導していきます。

トイレの使い方指導7
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集団生活において手洗いは欠かせないため、「手をせいけつに」
のポスター（▶P.30）は、トイレ内にも貼っておくといいで
しょう。暗いトイレも、ポスターで明るい雰囲気になります。

 もしも、失敗したら

用を足したとき、便器の外を汚してしまっていることがあります。
そのままにするのではなく、ペーパーを使って拭くことを教えま
しょう。合わせて、用を足した後に、ちゃんと水は流れたか、きれ
いになったかを確認することも忘れないようにと伝えます。高学年
でも、流すのを忘れていたり水流が弱かったりして、そのままの状
態が発見され、大騒ぎになることがあります。
そうはいっても、自分ではどうにもできなくて困ったときには、
近くの大人に声をかけることも伝えておきます。とにかくそのまま
にして逃げてしまうことはいけないことだと理解させます。

 次の人のことも考えさせる

用を足しているときに「紙がありません！」とならないように、
トイレットペーパーがなくなったときの取り替え方も教えておきま
しょう。次に使う人が困らないようにすることも大切なマナーであ
ることを理解させます。
また、手洗いのときには、蛇口のひねり方を教えます。思いっき
りひねって水浸しになっていることもありますし、出しっ放しに
なっていることもあります。水が自動で止まるといった便利な世の
中になっていますから、当たり前と思わずにきちんと指導すること
が大切です。
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